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す
っ
か
り
春
め
い
て
き
た
３
月
４
日(

火
）、
卒
業
を
間
近

に
控
え
た
周
南
市
立
和
田
小
学
校
６
年
生
７
名
に
よ
る

卒
業
記
念
植
樹
が
島
地
川
ダ
ム(

高
瀬
湖)

湖
畔
左
岸
側

(※

原
石
山
跡
地)

に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み

は
、
水
源
地
に
お
け
る
自
然
環
境
を
保
護
す
る
た
め
の

森
林
の
大
切
さ
を
知
っ
て
貰
う
事
と
併
せ
て
、
島
地
川
ダ

ム
の
役
割
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
理
解
し
て
貰
う
事
に
よ

り
、
島
地
川
ダ
ム
に
愛
着
を
持
っ
て
頂
く
事
を
目
的
に

行
っ
て
お
り
、
平
成
９
年
か
ら
実
施
し
、
今
年
で
18
回
目

と
な
り
ま
す
。

植
樹
し
た
の
は
、
ア
ジ
サ
イ
７
株
と
主
木
で
あ
る
シ
ダ
レ

桜
１
本
。
み
な
さ
ん
は
大
き
く
生
長
し
、
花
が
い
っ
ぱ
い
咲

い
て
欲
し
い
と
願
い
を
込
め
な
が
ら
丁
寧
に
植
樹
し
て
い

ま
し
た
。
児
童
さ
ん
か
ら
は
、
「10
年
後
に
み
ん
な
で
見
に

来
た
い
。
」と
伺
い
ま
し
た
。
又
、
校
長
先
生
は
「
20
年
後

の
こ
の
日
こ
の
場
所
で
会
い
ま
し
ょ
う
。
」と
も
言
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

植
樹
終
了
後
は
ダ
ム
施
設
見
学
を
行
い
、
ダ
ム
の
概
要

や
普
段
見
ら
れ
な
い
施
設
を
見
学
し
、
熱
心
に
説
明
を

聞
か
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
細
い
桜
の
木
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
み
な
さ
ん

と
共
に
少
し
づ
つ
大
き
く
な
り
毎
年
き
れ
い
な
花
を
咲
か

せ
る
と
思
う
の
で
、
見
に
来
て
頂
け
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

※

原
石
山
は
裏
面
に
て
説
明
あ
り
。

報道関係のインタビューダム制御室の見学 アジサイの植樹シダレ桜の植樹



◆
◆

編
集
後
記

◆
◆

●
３
月
に
入
っ
て
、
次
第
に
暖
か
く
な
っ
て
来
ま
し
た

が
、
高
瀬
湖
周
囲
の
木
々
が
春
の
装
い
に
衣
替
え
す
る

に
は
、
ま
だ
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。
そ
う
し
た
中
、

毎
年
恒
例
の
和
田
小
学
校
６
年
生
に
よ
る
卒
業
記
念
植

樹
が
行
わ
れ
、
ま
た
桜
の
高
瀬
湖
ク
リ
ー
ン
ウ
オ
ー
ク

の
日
程
も
決
定
さ
れ
、
月
日
は
着
実
に
進
ん
で
い
る
の

だ
と
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

(

Ｙ
・
Ｙ
）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
に
用
い
る
材
料
は
と
に
か
く
膨

大
な
量
で
す
。
骨
材(

モ
ル
タ
ル
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
作
る
た
め
に
、
セ
メ
ン
ト
お
よ
び
水
と
練
り
混
ぜ

る
た
め
の
砂
、
砂
利
、
砕
砂
、
砕
石
な
ど
）
の
量
も
多

い
の
で
輸
送
費
が
か
さ
ん
だ
り
輸
送
の
交
通
確
保
が
問

題
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
近
く
の
山
か
ら
石
を
切

り
出
す
場
合
が
多
い
で
す
。
そ
の
切
り
出
し
た
山
を

「
原
石
山
」
と
呼
び
ま
す
。

今
回
の
卒
業
記
念
植
樹
を
し
た
場
所
は
、
島
地
川
ダ

ム
を
作
る
為
に
、
岩
石
な
ど
を
切
り
出
さ
れ
た
山
に
な

り
ま
す
。
こ
の
場
所
に
は
、
ア
ジ
サ
イ
と
シ
ダ
レ
桜
を

平
成
19
年
度
か
ら
今
年
度
ま
で
毎
年
植
樹
し
て
い
ま
す

の
で
今
回
で
シ
ダ
レ
桜
が
７
本
に
な
り
ま
し
た
。
い
つ

の
日
か
徳
佐
の
シ
ダ
レ
桜
に
負
け
な
い
よ
う
な
観
光
名

所
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
ま
す
。

ダム建設当時の原石山現在の原石山

業務説明

水力発電設備

２
月
12
日(

水)

午
後

宇
部
工
業
高
校
一
年
生
の

生
徒
２
名
と
引
率
の
先
生
１
名
が
島
地
川
ダ
ム
を
訪

れ
ま
し
た
。
今
回
の
訪
問
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と

し
て
国
土
交
通
省
山
口
河
川
国
道
事
務
所
へ
来
ら
れ
、

そ
の
一
環
と
し
て
島
地
川
ダ
ム
を
訪
れ
ま
し
た
。
こ

の
日
の
午
前
中
は
災
害
対
策
車
両
を
見
学
さ
れ
た

そ
う
で
す
。

島
地
川
ダ
ム
で
の
訪
問
で
は
、
支
所
長
に
よ
り
業

務
内
容
を
説
明
し
た
後
、
水
力
発
電
設
備
や
水
質

改
善
施
設
な
ど
の
ダ
ム
施
設
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
よ
り
、
将
来
の
進
路

選
択
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

日
時

平
成
26
年
4
月
12
日
（
土
）
（小
雨
決
行
）

集
合

8
時
30
分
～
8
時
45
分

新
平
ヶ
原
公
園
に
て
受
付

参
加
費
は
無
料
で
す
。
軍
手
を
持
参
し
て
下
さ
い
。

【
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
】

※

ク
リ
ー
ン
ウ
オ
ー
ク

8
時
45
分
～
10
時
15
分
頃
ま
で

高
瀬
湖
上
流
域(

島
地
川
ダ
ム)

湖
畔

コ
ー
ス
一
周
約
４
・
８
ｋ
ｍ

※

途
中
折
り
返
し
等
ご
自
由
に
で
き
ま
す
。

※

和
田
方
言
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ

10
時
15
分
～
10
時
45
分
頃
ま
で
開
催
致
し
ま
す
。

※

全
て
の
行
事
が
終
了
後
、
希
望
望
者
対
象
で

島
地
川
ダ
ム
見
学
会
を
行
い
ま
す
。

11
時
00
分
～
12
時
00
分
頃
ま
で

今
回
は
コ
ー
ス
の
変
更
が
あ
り
高
瀬
湖(

島
地
川

ダ
ム
湖
畔)

上
流
域
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
受
付
場

所
が
新
平
ヶ
原
公
園
に
な
り
ま
し
た
。
お
間
違
い
が

な
い
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

又
、
ク
リ
ー
ン

ウ
オ
ー
ク
終
了
後
は
『和
田
方
言
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
』

（賞
品
有
り
）
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
多
数

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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新平ヶ原公園

黒川橋

島地川ダム


